
1 中村まさ子の区議会レポート　№ 96

市民の声・江東
六価クロムの安全な処理を！
江東区に公立の夜間中学を！

№ 96

中村まさ子の区議会レポート
2020年 5月 16日発行

編集・発行 市民の声・江東 江東区大島8-4-1 tel 03-3636-1031　fax 03-3636-1033　印刷：山猫印刷所
e-mail:usausa@js5.so-net.ne.jp HP:http://www.asahi-net.or.jp/~jv6m-nkmr ブログ：http://ameblo.jp/marousa51/

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
江
東
区
で
も
５
月
中

旬
ま
で
に
累
計
で
２
０
０
人
を
超
え
る
感
染

者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
慮
っ
て
初
期
の
対
応
に
失

敗
し
、
そ
れ
が
後
々
ま
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
不

足
と
い
う
形
で
尾
を
引
い
て
い
ま
す
。
為
政

者
が
人
々
の
命
を
本
気
で
守
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
疑
問
に
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

2
月
の
一
般
質
問
で
「
気
候
危
機
」
を
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
危
機
と
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
新
自
由
主
義
の
も
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

は
地
球
規
模
で
自
然
環
境
を
踏
み
に
じ
っ
て

き
ま
し
た
。
近
年
の
新
感
染
症
は
森
林
破
壊

に
よ
っ
て
生
息
域
を
侵
さ
れ
た
動
物
が
人
間

社
会
に
移
動
し
て
き
た
こ
と
で
広
が
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
熱
帯

雨
林
の
大
規
模
な
破
壊
は
Ｃ
Ｏ2
の
吸
収
源
を

損
な
い
、
気
候
変
動
と
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
被
害
は
共
通
し
て
弱
い
立
場
の
人
々

に
集
中
し
ま
す
。
気
候
変
動
は
Ｃ
Ｏ2
を
排
出

し
な
い
貧
し
い
国
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
高
齢
者
な
ど
身
体

的
に
弱
い
人
が
重
症
化
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
不

況
に
よ
る
失
業
や
急
激
な
所
得
減
少
は
非
正

規
労
働
者
や
中
小
事
業
者
に
ひ
と
き
わ
深
刻

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
医
療
や
社
会
保
障
を

不
採
算
部
門
と
し
て
縮
小
し
て
き
た
こ
と
も

被
害
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
未
体
験
の
厄
災
に
ど
う
向

き
合
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

4
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
緊
急
対

談　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
変
え
る
世
界
〜
海
外

の
知
性
が
語
る
展
望
」
と
い
う
番
組
を
見
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
・

思
想
家
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
の
こ
と
ば
が

心
を
打
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
た
今
こ
そ

「
他
者
の
た
め
に
生
き
る
」と
い
う
人
間
の

本
質
に
立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

協
力
は
競
争
よ
り
も
価
値
が
あ
り
、
人
類

は
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き
だ
。

利
他
主
義
は
合
理
的
利
己
主
義
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
自
ら
が
感
染
の
脅
威
に
さ
ら
さ

れ
な
い
た
め
に
は
他
人
の
感
染
を
確
実
に

防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
他
者
を
守
る
こ
と
こ

そ
が
我
が
身
を
守
る
こ
と
で
あ
り
家
族
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
、
そ
し
て
人
類
の
利

益
に
も
つ
な
が
る
。
連
帯
が
必
要
だ
。

　
そ
し
て
今
の
状
況
は
、
生
き
る
た
め
に

必
要
な
食
料
、
医
療
、
教
育
、
情
報
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
産
業
に
集
中
す
る

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
」に
向
か
う
チ
ャ
ン
ス

だ
。（
抜
粋
）

ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ

　
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
を

実
現
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
中
村
ま
さ
子
）

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
と

合
理
的
利
己
主
義
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コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
相
談
窓
口

江
東
区
保
健
所
保
健
予
防
課　

感
染
症
対
策
係

０
３（
３
６
４
７
）５
８
７
９

（
平
日
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
）

　
江
東
区
で
は
、
保
健
所
を
中
心
に
、

感
染
の
不
安
が
あ
る
方
に
対
し
て
相

談
や
個
別
訪
問
に
よ
る
検
体
採
取
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
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年
1
回
の
一
般
質
問
の
機
会

が
あ
り
、
２
月
20
日
開
催
の
本

会
議
に
て
、
江
東
区
の
環
境
問

題
と
教
育
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
し
た
。

◆
江
東
区
の
環
境
問
題

に
つ
い
て
◆

　

２
０
１
５
年
に
結
ば
れ
た
パ

リ
協
定
は
、
今
世
紀
後
半
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
的

に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
規
定
し

た
法
的
拘
束
力
を
持
つ
文
書
で

す
。
政
府
も
東
京
都
も
パ
リ
協

定
に
基
づ
き
温
暖
化
対
策
計
画

を
作
っ
て
い
る
が
、
十
分
と
は

言
え
な
い
。

中
村
）
江
東
区
も
２
０
５
０
年

を
見
据
え
、
脱
炭
素
化
に
向
け

た
野
心
的
な
方
針
を
打
ち
出
す

べ
き
。

区
長
）
新
長
期
計
画
に
お
い

て
意
欲
的
な
方
針
を
打
ち
出

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

中
村
）「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

や
「
２
０
５
０
年
Ｃ
О2
排
出
実

質
ゼ
ロ
表
明
」に
取
り
組
む
べ
き
。

区
長
）
環
境
基
本
計
画
の
中

で
同
様
の
内
容
を
示
し
て
い

る
。

中
村
）「
チ
ー
ム
江
東
・
環
境
配

慮
推
進
計
画
」
に
示
さ
れ
て
い

る
省
エ
ネ
目
標
が
教
育
委
員
会

部
門
で
は
達
成
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
。

区
長
）
新
た
な
豊
西
小
の
体

育
館
の
区
民
利
用
や
、
き
っ

ず
ク
ラ
ブ
全
校
設
置
、
エ
ア

コ
ン
設
置
教
室
の
増
加
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
。

中
村
）
本
庁
舎
の
電
力
調
達
の

方
法
は
。
ま
た
今
後
公
共
施
設

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

を
優
先
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
、

区
の
方
針
は
。

区
長
）
国
の
環
境
配
慮
契
約

推
進
法
に
基
づ
き
、
新
年
度

に
向
け
入
札
方
式
を
進
め
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安

定
的
な
電
力
確
保
や
調
達
コ

ス
ト
が
課
題
と
考
え
る
。

中
村
）
今
、
世
界

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
に
よ
る
汚
染

が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
。
廃
プ
ラ
の

処
理
は
大
半
が
焼

却
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
気
候
危
機

を
加
速
す
る
。
イ

ベ
ン
ト
で
の
使
い

捨
て
容
器
の
禁
止

や
庁
舎
内
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
自
動

販
売
機
の
撤
去
、

マ
イ
ボ
ト
ル
用
給

水
機
の
設
置
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

区
長
）
江
東
区

も
使
い
捨
て
プ

ラ
容
器
は
使
用
し
な
い
、
会

議
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
控
え

る
、
記
念
品
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
を
使
用
し
な
い
な
ど

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
◆
江
東
区
の
教
育
◆

中
村
）
外
国
人
の
子
供
の
就
学

状
況
等
調
査
に
よ
る
と
、
江
東

区
で
は
約
千
人
の
こ
ど
も
が
不

就
学
等
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る

が
、
区
の
認
識
は
。

教
育
長
）
外
国
人
学
校
等
の

在
籍
者
が
大
勢
を
占
め
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

中
村
）
不
就
学
の
こ
ど
も
の
把

握
に
取
り
組
む
べ
き
。

教
育
長
）
帰
国
や
転
居
の
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
今
後
、
他
自

治
体
の
取
組
事
例
等
を
研
究

す
る
。

中
村
）
多
言
語
で
就
学
案
内
等

2020年区議会
第1回定例会開催
2月19日～ 3月 30日

中村まさ子の収支報告（2020年 1月～ 3月）
1月 2月 3月 期末手当

収入
議員報酬 610,000 610,000 610,000 221,125
費用弁償 ─ 12,000 21,000 ─

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 40,638
住民税 55,500 55,500 55,500 ─
国民健康保険料 80,000 80,000 80,000 ─
共友会 2,000 2,000 2,000 ─
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 100,000
退職積立金 60,000 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 46,680 46,680 46,680 80,487

一
般
質
問

★費用弁償は見直しを求めています。被災地や区外の社会貢献団体への寄付などに使います。
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を
作
成
・
送
付
し
て
い
る

の
か
。

教
育
長
）
学
校
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
は
、
多
言
語

で
作
成
し
て
い
な
い
。

入
学
手
続
き
の
案
内
に

つ
い
て
は
、
新
年
度
か

ら
中
国
語
や
韓
国
語
で

の
作
成
を
検
討
す
る
。

中
村
）
本
区
で
日
本
語
教

育
が
必
要
な
こ
ど
も
の
数

を
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
長
）
１
９
０
人
の

児
童
・
生
徒
が
日
本
語

指
導
を
必
要
と
し
て
い

る
。

中
村
）
日
本
語
教
育
を
必

要
と
す
る
こ
ど
も
が
増
え

て
い
る
。
現
体
制
で
は
不

十
分
。
地
域
の
人
材
活
用

と
新
た
な
日
本
語
教
室
の

設
置
を
求
め
る
。

教
育
長
）
様
々
な
条
件

を
含
め
て
検
討
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
放
射
線
副

読
本
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
ま
し
た
。
全
文
は
区
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

関
す
る
質
疑
（
3
月
4
日
）

　

介
護
保
険
会
計
の
予
算
質
疑

の
前
に
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
特

化
し
た
質
問
時
間
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
一
人
当
た
り
数

分
で
す
が
、
介
護
保
険
会
計
と

合
わ
せ
て
以
下
の
質
問
を
し
ま

し
た
。（
四
ペ
ー
ジ
掲
載
の
要
望
書

と
一
部
重
な
る
内
容
も
あ
り
ま
す
）

中
村
）
休
校
中
、
給
食
が
な
く

て
困
る
子
ど
も
や
親
が
い
る
。

何
等
か
の
形
で
食
事
の
提
供
を

し
て
ほ
し
い
。

区)

区
か
ら
提
供
は
し
な
い
。

弁
当
の
協
力
を
求
め
る
。

中
村
）
海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
ど
も
、
日
本
語
が
不
十
分
な

保
護
者
は
お
知
ら
せ
プ
リ
ン
ト

な
ど
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
。
不
安
が
よ
り
大
き
く
な

る
。
対
応
は
。

区
）
日
本
語
教
師
の
派
遣
も

中
止
し
て
い
る
が
、
相
談
が

あ
れ
ば
対
応
す
る
。

中
村
）
介
護
保
険
の
運
営
者
と

し
て
介
護
現
場
に
対
応
方
針
を

示
し
て
い
る
か
。

区
）
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
、
発
熱
し
た
場
合
の
注
意

な
ど
を
伝
え
て
い
る
。（
中
村：

そ
れ
だ
け
で
は
区
の
方
針
と

は
言
え
な
い
）

中
村
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
休
止

に
な
れ
ば
訪
問
介
護
で
対
応
す

る
よ
う
国
は
言
っ
て
い
る
が
、

た
だ
で
さ
え
人
材
確
保
が
で
き

て
い
な
い
。
デ
イ
が
休
業
し
た

ら
在
宅
介
護
は
崩
壊
す
る
。
区

は
支
援
で
き
る
か
。

区
）感
染
者
は
通
所
さ
せ
ず
、

事
業
は
継
続
し
て
ほ
し
い

…
…
。

中
村
）
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど

が
底
を
つ
い
て
き
て
い
る
。
区

の
災
害
用
に
備
蓄
し
て
い
る
マ

ス
ク
な
ど
を
介
護
や
医
療
の
現

場
に
配
布
で
き
な
い
か
。

区
）
外
部
提
供
は
考
え
て
い

な
い
。

↓
そ
の
後
、
4
月
20
日
の
コ

ロ
ナ
対
策
会
議
で
4
月
中
に

50
万
枚
の
マ
ス
ク
を
調
達
し
、

高
齢
者
・
障
害
者
施
設
、
子

ど
も
関
係
施
設
、
区
職
員
な

ど
に
配
布
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

◆
５
４
１
億
３
４
０
０
万
円

の
補
正
予
算
成
立　

5
月
1

日
　

ひ
と
り
10
万
円
の
「
特
別
定

額
給
付
金
」
事
業
を
含
む
超
大

型
補
正
予
算
が
専
決
処
分
で
成

立
し
ま
し
た
。
専
決
処
分
と
は

議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い

場
合
、
議
決
が
必
要
な
予
算
な

ど
を
首
長
の
権
限
で
決
め
る
こ

と
。
で
き
れ
ば
短
時
間
で
も
議

会
を
招
集
し
審
議
す
る
時
間
が

欲
し
か
っ
た
。緊
急
と
は
い
え
、

そ
の
く
ら
い
の
機
会
は
確
保
で

き
た
は
ず
。
残
念
で
す
。

　
内
容
は
、特
別
定
額
給
付
金
、

児
童
手
当
の
1
万
円
上
乗
せ
、

国
保
の
傷
病
手
当
金
な
ど
経
済

的
支
援
で
５
４
０
億
６
７
０
０

万
円
。
医
師
・
保
健
師
の
増
員
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
設
置
、
患
者

の
搬
送
体
制
の
強
化
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
６
７
０
０
万
円
。

経
済
的
支
援
の
経
費
は
す
べ
て

国
の
支
出
金
で
ま
か
な
い
ま
す
。

◆主な議案・陳情請願への対応〈件名の括弧内は中村のコメント〉

件名
自 民政ク 公明 あ維未 共産 他無所属 市民の声

（中村）見山 千葉 さんのへ

2020年度予算　一般会計 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

2020年度予算　国保、介護保険、後期高齢者医療 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

施設の利用料の値上げ条例21本（ほとんどの区の施設の利用料を10月から20％値上げする） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

手話言語条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区営住宅・高齢者住宅条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区営住宅整備基金条例の改正（建設事業にも基金15億円が使えるように改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の無償貸し付け（昭和大豊洲病院に今後の10年も土地を無償貸し付け） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
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さ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
す
が
、
江
東
区
が
た
い
へ
ん
な
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
砂
町
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
集
団
感
染
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
は
介
護
福
祉

の
面
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
係
る
注
意
点
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

①
江
東
区
内
の
福
祉
施
設
は
複
合
施
設

が
多
い

　
集
団
感
染
が
出
た
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
江
東
区
の
福
祉
施
設
は
い

ろ
い
ろ
な
機
能
が
複
数
入
っ
た
複
合
施

設
が
多
い
の
で
す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
し
た
人
か
ら
も
感
染
者
が
出
て

い
ま
す
。
入
所
者
と
職
員
だ
け
で
は
な

く
、
通
所
で
利
用
し
て
い
る
人
た
ち
も

感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
認
知
症
の
人
な
ど
は
現
状
の
理
解
が

困
難

　

認
知
症
の
人
、
知
的
障
が
い
の
人
な

ど
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
方
々
は
、

感
染
拡
大
の
現
状
を
き
ち
ん
と
理
解
す

る
力
が
不
十
分
で
す
。
自
分
で
感
染
予

防
を
行
う
こ
と
も
難
し
い
の
で
、
家
族

や
支
援
者
が
彼
ら
に
促
し
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
自
分
の
健
康
状
態

を
ほ
か
の
人
に
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
も

困
難
な
の
で
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
り
ま
す
。
家
族
は
、
日
々
の
健
康
状

態
の
確
認
を
い
つ
も
以
上
に
気
を
つ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
家
族
に
か
か
る
負
担
が
大
き
い

　

必
然
的
に
家
族
に
か
か
る
介
護
負
担

は
大
き
く
な
り
ま
す
。
い
ま
高
齢
者
施

設
、
障
が
い
者
施
設
は
基
本
的
に
開
所

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
の
制
限

や
一
時
閉
所
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
も

多
く
、
自
宅
で
家
族
が
お
世
話
す
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。
在
宅
介
護
が
た

い
へ
ん
だ
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
訪
問
介
護
が
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
代
わ
り
に
な
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
し
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
人
手

不
足
で
な
か
な
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

数
日
前
に
介
護
疲
れ
に
よ
る
殺
人
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
介
護
で
精
神

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
行
政
に
声
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
20

年
た
ち
ま
し
た
。
介
護
現
場
で
の
人
手

不
足
が
ぜ
ん
ぜ
ん
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

人
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
こ
れ
ほ
ど
混
乱
し
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
現
状
が

あ
り
ま
す
が
、
介
護
に
関
し
て
は
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
私
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

まにわ尚之の
ふくしトーク

連
載
第
４
回

コ
ロ
ナ
禍
で
の
介
護

福
祉
の
対
応
策
は
！

江
東
区
生
ま
れ
江
東
区
育
ち

（
北
砂
出
身
）
の
ま
に
わ
尚
之

で
す
。
障
が
い
者
施
設
に
勤
務

す
る
、
現
役
の
福
祉
職
員
で
あ

り
ま
す
。
い
ま
注
目
の
福
祉
情

報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
！

2020 年 中村まさ子の活動日誌（抄）

1 月

4 日 賀詞交歓会
10 日 大島地区各団体合同新年会
11 日 さようなら原発 1000 万人署名、定例会
12 日 中央江東同胞新年会
13 日 成人式
14 日 フェミニスト議員連盟パワーアップ講座
16 日 東京清掃労組旗開き
17 日 学習会「江東区にカジノはいらない」

19 日 「こどもの虐待にどう向き合うか」、城東消
防団始式、六丁目団地新年会

20 日 区政勉強会
21 日 東京土建江東支部新春の集い
22 日 沖縄と連帯する東京東部集会会議
23 日 福島原発震災情報連絡センター幹事会
24 日 キルトクラブうさうさ、定例会

25 日 小出裕章さん講演会、江東区学童少年軟式
野球連盟新年会

30 日 23 区民自治の会
31 日 江東区人権の集い

2 月

1 日 緑の党 GJ 東京都本部総会、都民基金会議
2 日 民団新年会、LGBT 勉強会
6 日 地方×国政策研究会
7 日 戦争させない江東アクション会議
8 日 緑の党 GJ 総会、定例会
9 日 朝日友好親善の集い

13 日 一亀小日本語教室視察

14 日 子ども・被災者支援法議連会議、パル公開
講座

19 日 （~3 月 30 日）第 1 回区議会定例会
21 日 キルトクラブうさうさ

3 月

10 日 区政勉強会
19 日 気候危機会議（ネット会議）
22 日 緑の党 GJ 東京都本部街宣

28 日 「公的住宅での困窮死・孤立死をなくすた
めに」記者会見

＊ 3 月は新型コロナ禍のためほとんどの集まりが中止になり
ました

江
東
区
長
　
山
﨑
孝
明
様

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

関
す
る
要
望　
　

２
０
２
０
年
3
月
2
日

市
民
の
声
・
江
東
　
中
村
ま
さ
子

　
安
倍
首
相
に
よ
る
唐
突
な
全
校
休
校
要

請
に
対
し
て
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
悲
鳴
の
よ

う
な
声
が
上
が
り
、
様
々
な
要
望
が
私
の

と
こ
ろ
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
態
で
子
ど
も
た
ち
が
不
利
益
を
被
ら
な

い
よ
う
現
段
階
で
以
下
の
取
り
組
み
を
求

め
ま
す
。

１　
学
童
保
育
の
指
導
員
の
確
保
が
課
題

で
す
。
縦
割
り
を
超
え
て
先
生
た
ち
が

フ
ォ
ロ
ー
に
回
る
な
ど
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
、

教
員
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
て
下
さ
い
。
ま
た
学
童
保
育
は

教
室
よ
り
接
触
密
度
が
高
く
な
り
、
感

染
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
教
室
の

開
放
も
積
極
的
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

２　
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
Ａ
登
録
に
つ
い
て
は

利
用
希
望
者
に
柔
軟
に
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。

３　
学
童
保
育
の
人
件
費
の
助
成
、
そ
の

他
経
費
の
補
填
、
消
毒
薬
や
マ
ス
ク
の

手
当
な
ど
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

４　
学
校
給
食
が
1
日
の
主
な
栄
養
源
で

あ
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
休
校
中
も
学

校
で
給
食
を
提
供
す
る
な
ど
子
ど
も
の

食
を
公
的
に
保
障
し
て
く
だ
さ
い
。

５　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
外
国
に
ル
ー

ツ
を
も
つ
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
へ
の
情

報
提
供
や
支
援
は
よ
り
き
め
細
か
く
、

手
厚
く
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

６　
政
府
は
保
護
者
に
休
業
補
償
す
る
と

発
表
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
な
る
か
未
定
で
す
。
そ
れ
に
さ
き

が
け
、
区
と
し
て
休
業
保
護
者
や
、
中

小
企
業
・
給
食
関
連
事
業
者
な
ど
へ
の

つ
な
ぎ
融
資
な
ど
経
済
的
支
援
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

７　
介
護
現
場
は
母
子
家
庭
の
母
親
が
多

く
働
い
て
い
ま
す
。
休
校
に
な
る
と
母

子
家
庭
の
困
難
さ
は
並
み
大
抵
で
は
な

い
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
働
け
な

く
な
る
人
が
多
く
な
る
と
、
介
護
現
場

も
危
機
に
陥
り
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭

の
支
援
が
介
護
や
医
療
を
支
援
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
行
政
、
教
育

委
員
会
が
連
携
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
を

支
え
て
く
だ
さ
い
。

８　
現
在
、
新
年
度
予
算
の
審
査
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
前
代
未
聞
の
事
態
に
な

っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
緊
急
に
補

正
予
算
を
組
ん
で
対
応
す
べ
き
こ
と
と

思
い
ま
す
。
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

訃
報　
市
民
の
声
・
江
東
の
事
務
局
長

村
田
文
雄
さ
ん
が
4
月
27
日
病
気
の

た
め
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
70
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


